
（別紙様式４－１）                      （県立高等学校・中学校用） 
 

熊本工業高等学校（定時制） 令和４年度（２０２２年度）学校評価表 
 

１ 学校教育目標 

◇教育目標   

  三綱領のもと、豊かな人間性や礼節を身につけ、心身共に健康で、自主自立の精神を持ち優れ

た工業技術を習得し、地元産業界で活躍できる、次代を担う産業人材を育成する。 

 

２ 本年度の重点目標 
◇重点目標 

１  生徒理解    ～生徒の多様な適性等に応じた、個を大切にしたきめ細かい指導～ 
２ 学力の向上   ～基礎学力向上の取組の実施、授業改善～ 
３  人間力の向上  ～基本的生活習慣の確立、マナーやモラルの向上～ 
４  自己の伸長   ～特別活動、ボランティア活動、部活動～ 
５  進路目標実現  ～キャリア教育の充実と行きたい進路目標の実現～ 

◇２つの最重点目標 
【生徒理解】～生徒の多様な適性等に応じた、個を大切にしたきめ細かい指導～ 

★指標 職員「生徒の悩み等に親身になって、適切な支援を行っている」前年比＋5％ 
     生徒「一人一人（個人）を大切にした教育が行われている」前年比＋5％ 
【学力の向上】～基礎学力向上、授業改善～ 

★指標 職員「指導方法を工夫し、分かりやすい授業づくりに努める」97.1→100％ 
     生徒「授業は、内容や教え方に工夫があり、とても分かり易い」前年比＋10％ 

 

３ 自己評価総括表   
評 価 項 目 評価の観

点 
具体的目標 具体的方策 

評
価 成果と課題 

大項目 小項目 

学校 

経営 

本年度

の重点

目標の

具現化 

最重点目

標の達成 

生徒一人一人を大

切にする教育につ 

いて、昨年度比５ 

％以上向上。また､ 

分かりやすい授業 

について、昨年度 

比１０％以上向上 

〇授業や特別活動

等をとおして積極

的に生徒に関わ

り、目標達成に努

める。 

Ｂ 生徒一人一人を大切にす

る教育について肯定評価

が81.5％(昨年79.8％)と

昨年比+1.7%となった。

分かりやすい授業につい

て肯定評価が合計91.9% 

（昨年97.1％）昨年比-

5.3%であり昨年度より下 

回った。約２割の生徒と 

の向き合い方の工夫や授 

業改善が必要である。 

定時制

課程の

活性化 

中学校の

生徒・教

師及び保

護者等に

おける本

校定時制

の教育活

動に関す

る認知度

・理解度

の向上 

「生徒の活躍や特

色ある取組」を随

時分かりやすく発

信し、広報活動を

推進する。 

〇生徒募集委員会

を中心にして、学

校ＨＰ等での情報

発信の充実を図

る。 

Ｂ 学校パンフレットを作成

し、学校ＨＰで中学生向け

に情報発信を行うなど、充

実した広報活動ができた。

また、本校生徒のＨＰ利用

も大きく伸びた。 

定時制の教育内容

等の周知 

〇中学校訪問・学

校見学会で本校の

定時制とミスマッ

チの無いように事

前の説明を確実に

行う。 

Ａ 中学校訪問や学校見学会

において、本校の教育内

容や進路、校則等に関す

る説明を行うことで、本

校に対する理解を深めて

もらうことができた。 



特別支

援教育

の推進 

ＵＤの視

点を持っ

た全ての

生徒が

「分かる

授業」の

実践、及

び対象生

徒への就

業支援の

推進 

 

校内の支援体制 

(組織化)を充実さ

せ、全職員が日常 

の実践をとおして､ 

支援や指導力の向 

上に努め、対象生 

徒だけでなく生徒 

の学習・就労支援 

を充実させる。ま 

た、必要に応じて 

ＳＣ、ＳＳＷ及び 

外部機関との連携 

を推進する｡ 

〇計画的に対象生

徒を把握し、日常

的に情報を共有し

て支援を行う。年

３回以上の校内研

修を実施するとと

もに、日常的な実

践に努める。 

また、校外研修等

にも積極的に参加

する。 

Ｂ 年３回行う「生徒理解」

職員研修だけでなく、個

人的に担任等から情報を

得て、生徒の把握に努め

た。また、ＳＳＷや外部

機関とも連携を試みてい

る。 

講演会については、外部

講師による職員研修１回

と生徒講演会１回を実施

することができ、職員の

資質・指導力向上に役立

った。しかし、外部機関

等を含む組織化作り（シ

ステム作り）には更なる

改善が必要である。 

業務改

善の工

夫 

時間の有

効活用 

会議等に要する時

間の短縮を図るた

め、職員会議は原

則として年度始め

と年度末の開催と

する。始礼の回数

削減。 

〇運営委員会で協

議した内容につい 

ては毎日の始礼の 

中で職員に周知す 

ることを徹底する｡ 

〇始礼を週２回実

施。 

Ａ 職員会議と運営員会の回

数を減らし、始礼後の時

間を活用した。更には、

事前の資料配布等で会議

の時間短縮を行った。 

働き方

改革の

推進 

時間外勤

務の削減

と年休取

得の推進 

全職員の時間外勤

務の月平均時間を

１２時間以下(２

０％off)に抑え、

年間年休取得平均

日数の１５日以上

を目指す。 

〇勤務時刻終了

後、すぐに退勤で

きるような職場環

境づくりと、気軽

に年休を利用でき

るよう意識付けを

図る。 

〇学期に年休５日

以上取得を促す。 

Ａ 時間外勤務は毎月目標を達

成し、昨年度より大きく減少

している。更に年休取得しや 

すい雰囲気づくりで、年休取

得も目標を達成しつつある。 

 

 

学力 

向上 

 

授業内

容の工

夫及び

充実 

分かる授

業の実践 

生徒が達成感を感

じられる授業づく

りに努め、授業評

価で「とても分か

りやすい」と答え

る生徒の割合６５

％以上を目指す。

また、分かり易い

授業づくりに努め

ていると答える職

員の割合１００％

を目指す。 

〇1 年全クラスで

｢TT 授業｣を実施

する。公開授業や

授業評価アンケー

トを実施し、授業

者の細やかな授業

準備や振り返りを

推進する。また、

国語科、機械科、

電気科で研究授業

を実施する。 

Ｂ １年全クラスでＴＴ授業

を展開し、公開授業や年

２回の授業評価アンケー

トも実施することができ

た。授業評価アンケート

では、授業が「とても分

かりやすい」と答えた生

徒が６４％に達し、ほぼ

目標をクリアすることが

できた。しかし、分かり

やすい授業づくりに努め

ていると答えた職員は９

２％で、目標には届かな

かった。 

確かな

学力を

身に付

ける 

学力の 

定着 

欠点による単位未

修得生徒数ゼロを

目指す。 

〇少人数授業や習

熟度別授業、TT

授業、ＩＣＴ機器

の利点を最大限活

かし、教科・科目

の単位修得のため

に必要な基礎学力

を定着させる。 

Ｂ 多くの教科・科目におい

て、それぞれが基礎学力向

上のための取り組みを行っ

ていた。今後の考査に向け

て生徒の学力向上を図って

いくことで、単位未修得生

徒ゼロを達成する。 



各種資

格取得

による

学習意

欲の高

揚 

ジュニア

マイスタ

ーへの挑

戦 

ジュニアマイスタ

ー取得者の育成 

〇ジュニアマイス

ター取得に挑戦す

ることで、生徒の

学習意欲の向上を

図る。全ての教科

･科目で基礎･基本

的な学力の定着を

意識した学習指導

を計画的に行う。 

Ａ 数多くの資格に挑戦し、

資格取得ポイント取得し

た。その結果、今年度

は、シルバー機械科１

人、電気科１人、ブロン

ズに電気科３人がジュニ

アマイスターの資格を取

得した。 

キャリ

ア教育 

(進路 

指導) 

生徒の

進路希

望を達

成する 

進路目標

の達成状

況 

生徒の希望する進

路決定率１００％ 

〇生徒の進路希望

を基に、しごとコ

ーディネータにも

協力を依頼し進路

相談を充実させ

る。行きたい進路

目標の実現につな

げる。 

Ｂ 学校紹介による就職内定

率は９６％で目標にはや

や届かなかった。公務員

については基礎学力と社

会経験不足が原因と思わ

れ不調であった。進学に

ついては専門学校等に５

人が合格している。 

〇進路指導部・卒

業年次学年・各科

が連携・情報共有

し、面接・筆記・

作文指導など、就

職・進学試験対策

学習の実施と充実

を図る。 

Ａ 学年・各科との情報共有

や、企業就職・公務員・

進学別の担当者による受

験指導を丁寧に行うこと

ができた。また、公務員

については、全日制との

連携関係も進めることが

できた。 

キャリ

ア教育

の推進 

在学中の

就業体験

率向上 

交流体験学習の全

員参加。就業調査

での就業率７０％

以上 

〇生徒の就業意識

を早期より高めさ

せ、企業からの就

業依頼があれば積

極的に生徒へ紹介

する。個別の就業

相談等を充実させ

る。 

Ａ インターンシップの参加

率は､前年度に続き 100％

であった。また、本年度

の生徒全体の就業率は 

７８％と目標を上回った。 

アルバイトの紹介につい 

ても依頼件数は少ないが 

引き続き紹介していく。 

卒業生

の定着

率向上 

卒業生の

早期離職

等の防止 

早期離職者をゼロ

にする。 

〇卒業生の就業先 

へ就業状況の調査 

を実施する。卒業 

生のフォローを行 

い離職防止につな 

げる。1 年次から 

卒業後を見通した 

キャリア教育を計 

画的に実践する。 

Ａ 就業状況調査や来校企業 

からの就業状況報告、及 

び担任からのフォロー等 

を通じて、就職先への定 

着を図っている。昨年度 

の離職者はゼロであった。 

今年度から、各学年にお 

いて進路セミナー等を実 

施している。 

生徒 

指導 

基本的

生活習

慣の確

立 

５Ｓ活動

（整理、

整頓、清

掃、清

潔、躾）

の徹底 

当たり前に気持ち

の良い挨拶ができ

る。 

〇校内で、教師と

生徒が互いにする

挨拶できる関係づ

くりをする。 

Ｂ 教師側からの挨拶が常に

必要。自ら挨拶できる生

徒は問題ないが、その他

は粘り強い指導が必要。 

全ての生徒が授業

開始前には着席

し、授業の準備を

する。 

〇「落ち着いて学

習できる環境づく

り」のために、教

師が時間前に教室

に入り準備する。 

Ａ 教師が時間前に入室して

授業準備や生徒を待つ体

制が整っている。 

身なりで注意され 

る生徒を減少させ、 

自ら整える心を育 

てる。 

〇授業時をはじめ

教師が気付いたそ

の場で生徒にしっ

かりと注意し、改

善を促す。 

Ｂ 

 

 

ほとんどの生徒はしっか

りしているが、指導が必

要な生徒に対して全職員

で注意声掛けをしていく

ことが求められる。 



規範意

識の高

揚 

２Ａ運動

(「当た

り前のこ

とを当た

り前

に」、

「安全で

愛校心 

を高める

環境

に」)の

推進 

交通ルールと交通

マナーの遵守を図

り、通学方法申請

書の提出を６月ま

でに 100％を目指

す。 

〇集会や講演会等

での交通安全教育

の充実や、登下校

指導等で生徒へ 

の声かけの徹底よ

り、安全意識を高

める。 

Ａ 交通担当の係を中心に通

学手段の申請の取り纏め

を徹底できたことで、交

通関係の意識向上へ結び

ついた。 

社会や学校の規則

を遵守させ、特別

な指導３件以下を

目指す。 

〇担任、学年及び

各科と連携し定期

的に個人面談、校

内巡回・巡視等を

徹底する。 

Ｂ 校則を遵守し、安心安全

で落ち着いた学校生活を

送る事ができた。特別な

指導は３件（３名）であ

った。 

人権教育

の推進 

人権教

育推進

体制の

充実 

人権教育

の組織的

な推進体

制づくり 

推進委員会の開催

により、各学年や 

各部署と連携して、 

人権教育ＬＨＲ等 

の充実を図る。 

〇学期毎に定例的

な推進委員会を実

施し、発達段階や

人権課題に対応し

たＬＨＲ指導案を

作成する。 

Ｂ 推進委員会を計画的に実

施し、実態調査等に基づ

き、様々な人権課題と生

徒の発達段階の整合性に

配慮した LHR の内容の精

選を図った。 

人権尊

重の視

点に立

った学

校づく

り 

差別を許

さない職

員の共通

意識の向

上 

校内研修の更なる

充実を図るととも

に、全職員が年１

回以上の校外研修

に参加する。 

〇年間計画に組み

込み、計画的に職

員研修を実施する

とともに、校外研

修への積極的な参

加を推進する。 

Ｂ 人権意識の涵養と具体的

課題に対応する実践力向

上に資する職員研修を目

指し、人権に関する適切

な情報や知識の共有と校

外研修による多様な学習

の推進を図った。 

命を大

切にす

る心を

育む指

導 

自分と他

者を大切

にする心

と態度の

育成 

 

全教育活動をとお

して、全教職員が

多角的・多面的な

アプローチを行

う。 

〇特別支援教育と

の関連を図り、自

他の生命を大切に

する心と態度を育

成する。 

Ｂ 一方的・表面的な生徒理

解に留まらず、発達の特

性や生活の背景を深く理

解し、効果的な支援・指

導につながる体制作りを

目指す取組を行った。 

講話等のアンケー

トや感想文をとお

して、生徒の意識

の変容を図る。 

〇外部講師等によ

る講演を実施し、

生命の大切さにつ

いて意識の向上を

図る。 

Ｂ ハンセン病問題への理解

を深め、生命の尊厳と共

生を基盤とする社会の実

現を目指した外部講師に

よる講演を実施した。 

いじめの 

防止等 

いじめ

の未然

防止 

いじめ防

止取組の

充実 

年 2 回以上のいじ

め防止推進期間を

設定し、啓発に努

める。 

〇6 月と 11 月に心

のきずなを深める

取組を実施する。

職員間で情報共有 

・連携を推進する。 

 

Ｂ 年度当初の生徒への啓発 

はできた。職員間におけ 

る人権意識の向上が生徒 

への教育に結びついてい 

く必要があると思われる。 

いじめ

の早期

発見 

担任を中

心とした

個人面談

の実施 

年 3 回の｢心のア

ンケート｣を実施

し、個人面談を各

学期に１回以上実

施する。 

〇生徒指導部がい

じめに関するアン

ケートを実施。結

果をもとに担任・

ＳＣ等の面談を実

施する。 

Ａ 昨年に続きいじめの事案

は０件であった。細かい

内容を分析し、そのクラ

スへの対処指導も行うこ

とができた。引き続き、

生徒の様子・変化を見逃

さずに全職員であたって

いく。 



他者を

思いや

る心を

育む指

導 

情報モラ

ル教育の

推進 

ＳＮＳの適切な利

用方法を全生徒に

身に付けさせ、

「いじめのない環

境づくり」を目指

す。 

〇定期的にいじめ

防止対策委員会を

実施する。 

家庭との連携を重

視し、保護者への

情報提供を充実さ

せる。 

Ａ ７月、１２月、２月と年

３回のいじめ防止対策委

員会を実施した。アンケ

ート内容を分析し、未然

防止に努めた。保護者へ

の啓発プリントを配布し

た。 

地域連携

(ｺﾐｭﾆﾃｨ･ 

ｽｸｰﾙな

ど) 

総合型

コミュ

ニティ

・スク

ール 

総合型コ

ミュニテ

ィ・スク

ールの推

進 

学校運営協議会の

開催 

〇学校評価計画に

ある目標や全日制

に準拠する事項に

ついては、協力体

制を図りながら取

り組む。 

Ｂ 防災マニュアル及びシス

テムなど、全日制に準拠

して共有して、それに基

づいた各事項について協

力体制を築いた。 

 

災害に適

切に対応

できる学

校運営 

・避難訓練の実施 

・防災研修の充実 

・サポートの必要

性の把握 

と対応 

〇夜間授業に合わ

せた避難訓練、Ｉ

ＣＴを活用した防

災研修等の実施を

図る。 

〇心的サポートが

必要な生徒を把握

し適切な対応を図

り、関係部署との

連携・協力を図

る。 

Ａ １０月の防災訓練はコロ

ナ禍で消防署の立会い及

び指導助言は無かった

が、本校独自の計画で火

災対応避難訓練後に消火

器操作方法と水消火器を

使用した消火訓練を実施

した。 

３月の地震対応避難訓練

は、夜に被災し停電した

中で生徒同士が協力して

安全な場所に避難する訓

練を行う予定で進めてい

る。 

熊定タ

イムに

おける

地域連

携 

自分が学

んでいる

地域の関

連企業と

の交流を

推進 

２年次生の「総合

的な探究の時間」

において地域の関

連企業での仕事内

容を体験し、日常

で体験できない有

益な交流を目指

す。 

〇生徒の自発的な

活動により、各企

業との円滑な交流

を図るとともに、

自らの進路意識を

向上させ、発表力

の育成を図る。 

Ｂ 全員が現在学んでいる学

科に関連した事業所での

インターンシップに取り

組むことができた。その

ことで、進路を考えるき

っかけとなった。また、

発表会において、成果を

報告することができた。

事業所からの評価もおお

むね好評であった。 

ボラン

ティア

活動の

推進 

ボランテ

ィア活動

の啓発と

実践 

高校生として社会

貢献を考え学ぶ場

を設定し、福祉の

啓発に努める。 

〇地域へ向けたボ 

ランティアを企画 

・実践し、貢献で 

きる機会を設ける。 

 

Ａ 地域貢献ボランティアと

して、学期毎に清掃活動

を実施することができ

た。参加生徒も多く継続

した活動ができている。 

工業 

教育 

ものづ

くり教

育 

地域との

交流・貢

献と喜ば

れるもの

づくりの

推進 

実習や課題研究等

で製作した作品を

年間１回以上、地

域へ寄贈する。 

〇各科の特徴を活

かし、ものづくり

の年間計画・目標

を設定し、全職員 

で積極的に協力す

る。 

Ａ 機械科、建築科の実習で製

作した長椅子５台を熊本市

健軍商店街振興組合に寄贈

した。 

実習を通

しての知

識・技術

の習得 

専門技能・技術を

確実に習得する。

ものづくりへの楽

しさや興味関心を

高める。 

〇４年間で正しい 

機械操作や取扱い 

方を身に習得する。 

Ａ 機械器具に触れる前に、

オリエンテーションを確

実に行い、正しい操作方

法、取り扱い方を理解さ

せた上で実習を行う。 



安全教育

の実践 

事故や怪我 0(ゼロ) 

を目指す。 

〇実習前の安全確

認の徹底を行う。 

Ａ 正しい服装をさせ、必要

に応じて保護具を装着さ

せる。作業前には、必ず

注意喚起をする。 

各種資

格検定

試験へ

の更な

る挑戦 

各種資格

検定への

積極的な

挑戦 

１人年１回以上の

資格や検定試験の

受検を推奨し、全

ての資格試験合格

率５０％以上を目

指す。 

〇年間指導計画に

基づき、工業各科

や担任から検定及

び資格の受験を促

すとともに、課外

の充実を図る。 

〇検定資料の準備

や指導方法を工夫

し、効率的に取り

組む。 

〇資格を活かした

進路選択も推奨す

る。 

Ｂ １年次では、工業各科で

計算技術検定を全員受検

した。数多くの資格に挑

戦し、多くの資格を取得

した。全ての資格での目

標は達成できなかった

が、基礎学力向上や課外

授業での対策が合格につ

ながっている。 

 

ものづ

くりに

関する

技能・

技術の

向上と

安全教

育 

5S 活動

と安全教

育 

事故や怪我の無い

学習環境の中での

ものづくりをめざ

す。 

〇科集会等を通し

て、規範意識の向

上を図る。 

〇安全教育の実践

と 5S 活動に取り

組む。 

Ａ 正しい服装をさせ、必要

に応じて保護具を装着さ

せる。作業前には、必ず

注意喚起をする。実習に

おいて安全を最優先さ

せ、事故や怪我の防止に

努めながら、技術の向上

を図っている。 

部活動 

部活動

の充実

による

学校の

活性化 

生徒の人

間性の育

成 

集団行動をとおし

た責任感や協調

性、心身の健全な

成長を目指す。 

〇目標に向かって

取り組む課程にお

いて「課題」を発

見し、解決するた

めの方法や機会を

経験する。 

Ｂ 定通総体にむけての継続

した活動や文化大会のポ

スターの製作など、各部

の目標に向かって熱心に

活動することができた。 

 魅力ある

部活動の

実現 

全国大会出場や活

発な部活動運営な

ど、魅力を発信で

きる部活動づくり

を目指す。 

〇計画的な部活動

運営を推奨し、持

続させるために適

切な運営のための

体制整備を行う。 

Ｂ 全国大会へ２つの部活動

から出場することができ

た。県大会では上位入賞

するなど活躍した。文化

系部活の魅力を文化祭を

通じて発信することがで

きた。 

保健 

安全 

管理 

学校保

健の充

実 

心身共に

健康な生

徒の育成 

健康診断を通じ

て、自らの健康チ

ェックを行うとと

もに、生涯にわた

り心身の健康を意

識し、行動変容が

できる生徒に育成

する。 

〇毎月実施される

科別集会で、保体

部からの情報提供

を行うことで、生

徒への啓発に取り

組む。心の健康に

ついては、振り返

りシートの結果も

活用しながらカウ

ンセラーによる面

接を実施してい

く｡ 

Ａ 毎月の科別集会での保健便

りによる啓発運動は、生徒

への健康の動機付けになっ

た。また、教育相談も充実

し、カウンセラーとの連携

により、生徒への細かい指

導ができた。 



給食の時間を通し

て、食の大切さに

関する情報提供を

行い、喫食率６０

％以上を目指す。 

〇給食室を衛生的 

に保ち、コロナ感 

染防止対策をしっ 

かり行う。掲示物 

については計画的 

に掲示し､生徒が 

学べる環境を作る｡ 

Ｂ 調理室の衛生面は十分に保

たれていた。給食室の掲示

等も毎月交換を行い、啓発

等に役立った。また、コロ

ナ対策も全職員で実施でき

た。喫食率が、６０％に満

たなかった。 

学校安

全の充

実 

環境教育

（学校Ｉ

ＳＯ）の

推進 

生徒の環境教育に

対する意識向上を

図り、「５Ｓ活

動」、「２Ａ運

動」を推進する。 

〇日々、定時制が 

主に使用する場所 

の清掃を徹底する。 

始業式や終業式前

に全校清掃を設定

する。学校版環境

ＩＳＯの周知徹底

と実践を行う。 

Ｂ 「５Ｓ活動・２Ａ運動」の 

取組は、日頃から当たり前 

のことを当たり前にできる 

生徒が多くなった。清掃活 

動もゴミの分別や節水など 

の取組も十分にできていた。 

学校生活

での危機

管理（自

然災害等

を含む）

の徹底 

緊急時の対応方法

と連絡体制の徹底

を図り、主体的に

行動できる態度を

育成する。 

〇緊急時には熊定 

メール、学校ＨＰ 

を活用し連絡や学 

校の対応を生徒・ 

保護者に周知する。 

Ｂ 緊急時の生徒・保護者へ

の連絡などは「熊定安心

メール」で配信をしてい

るために携帯などにアプ

リの登録をお願いしてい

る。 

学校 HP でも連絡や学校対

応事項などの掲載と更新

をして周知を行った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



４ 学校関係者評価 

・学校評価アンケートにおいて、保護者アンケートでは、肯定評価が８割以上であった。保護者の

項目では、『子どもが定時制で学ぶことに満足しており、定時制に入学して良かった。』98.1%(前

年比＋4.1%)『子供は、落ち着いた雰囲気で学校生活を送っている』94.2%(前年比+4.2%)『学校の様

々な活動を理解しており、諸活動に協力したいと思う。』84.6%(前年比+10.6%)であり、本校教育活

動への高い評価と期待を頂いていることが分かった。 

・生徒アンケートで肯定評価が７割以上であった。生徒の項目では、『１年次から計画的に資格取

得など進路実現のための指導が行われている。』89.1%(前年比+4.9%)『卒業後の進路目標を持ち、

目標達成のため努力している。』68.5%(前年比-2.3%)となり、学ぶ環境が整っているが、自分自身

の目標への努力が足りない事が分かった。 

・学校運営協議会では、定時制の資格取得への取組に対し、電気工事士などの資格を通して就職へ

繋いでいる点や、３修制で卒業していく意欲ある生徒がいることに評価を頂いた。 

 

５ 総合評価 

・今年度の評価は、全体でＡ評価が１８個（昨年度９個）、Ｂ評価が２２個（〃２７個）、Ｃ評
価が０個（〃２個）であった。昨年度よりＡ評価の数が増え、全体的に良くなっている。昨年
度まではコロナ禍により当初の計画が中止や縮小となったことが影響していたが、今年度は、
行事等が再開されながら生徒の活躍の場が増えた。その中で、地域貢献ボランティアとして生
徒会主体の清掃活動を実施しており生徒主体性も育まれている。また、ものづくり教育を通し
て地元商店街へのベンチ寄贈をとおして人づくり教育へと繋がっている。 

・本校定時制の生徒たちの学校生活は年々落ち着いてきている。真面目に授業を受ける生徒が増
てきており、その良い雰囲気が学校全体を包んでいる。 

・生徒は、部活動に積極的に参加し定時制通信制体育大会では全国大会出場の部活動があった。
また、放課後の限られた時間を利用して課外に参加し、専門の資格取得に挑戦する生徒もおり
高い合格率を出している。目標に向かって直向きに努力することができる生徒が増えてきた。 

・定時制の活性化では、学校見学会で昨年度より見学者が増えており、中学校訪問やホームペ 
ージでの情報発信を行うことができており、入学志願者数増へと繋がった。 

・生徒理解では、特別支援教育の推進を図り、計画的に生徒理解研修を実施しており、職員アン 
ケートの「生徒の悩み等に親身になって、適切な支援を行っている」の質問に対して、肯定意 
見が100％であり職員一人一人が意識をして指導をしている。生徒アンケートの「一人一人（個 
人）を大切にした教育が行われている」は81.5％であり、今後も生徒の多様な適性等に応じた 
個を大切にしたきめ細かい指導を継続して行きたい。 

・学習面では、「授業は内容や教え方に工夫があり、とても分かり易いと思う」の質問に対して
、生徒からの回答での肯定意見が81.4%であり、職員アンケートでは、「分かり易い授業づくり
に務めている」の質問に対し91.9％であり、CとD評価があり、授業改善が必要である。 

 

６ 次年度への課題・改善方策 

①自己の未来を切り拓く力の育成 

自分の能力に自信を持てず自己肯定感が低いことから、自身の将来に具体的な展望を持つこと

ができない生徒が多い。それに対して、確かな学力や相手の意見を尊重し仲間と共に課題解決を

していく力、地域や社会に貢献することで自己肯定感を高めるためることが重要であると考え

る。エンパワーメントハイスクール事業を通して、基礎学力の向上と進路意識の高揚を図りキャ

リア教育を行い進路目標の実現をする。 

②生徒理解 

本校定時制には、生徒や家庭環境など何らかの課題を抱えている者が多く在籍しており、職員

が丁寧に対応している。支援が困難な場合にはスクールカウンセラーや外部機関との連携も図っ

ている。今後も様々な課題を抱えた生徒に対し、教職員の資質向上と支援体制が必要であり、さ

らなる充実を図り、個に応じたきめ細かい指導をする。 

③職員の資質向上と授業改善 

基礎学力が定着していない生徒に対して習熟度別授業や TT 授業の対応をしているが充分では

ない。職員研修と研究授業の機会を増やし、分かり易い授業に向けた授業改善を行う。また、

chromebook などの ICT 機器の利点を最大限活用した授業の工夫をする。より効果的な学びの環

境をつくり、生徒の力を最大限に引き出す教育に取組む。 

 


